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成果の特徴
• 1,5-アンヒドロ-D-グルシトール（AG）の側鎖にパルミチン酸を導入したオイル

ゲル化剤C16AGがつくるゲルの構造と物性を明らかにしました。

成果の内容

成果の活用
本研究成果は、化粧品や医薬品などオイルゲルを利用する様々な分野での応用が期
待できます。
特開2019-89719
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加熱溶解 放置

オイル（有機溶媒）
ゲル

~80 ℃ 200 nm

C16AGが自発的に繊維
構造を形成し、その繊維
が絡み合い空隙に溶媒が

保持される

C16AG

C16AG 1%ゲル
（流動パラフィン）

~5.4 nm
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疎溶媒相互作用
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C16AG分子模型

動的粘弾性（温度分散） 動的粘弾性（周波数分散）

▲貯蔵弾性率G’
●損失弾性率G”
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3 K/min
γ=0.01%
f =1Hz

γ = 0.01%
T = 25 ℃

G’=G”となる相転移温度は
5%で約60℃、1%で約50℃。～
40℃ではG’>>G”で流動性の
ない固体。

0.001<ω<100の範囲でG’>G”
であり、短期的にも長期的に
も安定なゲル状態を保持。
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